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1.フィリピン共和国への入国 

日本国籍の方が短期間での語学研修（学位取得を除く）を目的としてフィリピンに入国する場合、VISA 手続きなし

に最大で 30日間フィリピンに滞在することができます（30日間無査証短期滞在）。 

なお、入国の際は以下が条件となります（フィリピン共和国大使館HPより引用／2017年1月1日現在）。 

 

1)有効な往復航空券または第三国へ出国する航空券を所持していること 

2)パスポートの有効期限が滞在日数＋6か月以上であること 

 

 

 

2.フィリピン行政手続き 

VISA 
30日を超えてフィリピンに短期滞在する場合、フィリピン入国管理局にて VISA延長手続きを行う必要があります。

VISAの延長手続きは Baysideが代行して行います。就労や大学進学等が目的の方に関しては VISAの種類が

異なりますので、詳しくは直接大使館にお問合せください。 

 

SSP（Special Study Permit） 
語学研修を目的とした入国の場合、学生は SSP（特別就学許可）を取得する必要があります。SSPは学校毎に取

得する必要があります（1つの SSPでの複数校入学不可）。SSPの手続きは Baysideが代行して行います。 

 

ACR I-CARD 
60日をこえてフィリピンに滞在される場合、ACR I-Card（外国人登録証）の取得が必要となり、2回目のVISA申請

時に当校スタッフとイミグレーションまで同行して頂くこととなります。授業を休んで同行して頂くこととなりますが、授

業の振替や返金等はございませんので予めご了承ください。なお、イミグレーションでは過度な露出は入館禁止と

なる場合がございますので、該当される方は靴や露出の少ない服装をご準備ください（現地調達可能）。 

  

WEG 
15歳未満の外国人未成年者が単身または親の付き添いなしにフィリピンへ渡航する場合、未成年者の親（また

は親権者）によるWEG（Waiver of Exclusion Ground）の申請が必要となります。詳しくはフィリピン共和国大使館

HPをご確認ください。 

 

フィリピン共和国大使館ホームページ 

http://tokyo.philembassy.net/ja/consular-section/services/visa/waiver-of-exclusion-ground-weg/ 

 

ECC 
6か月以上フィリピンに滞在する場合、出国前に ECC（Emigration Clearance Certificate）を取得する必要があり

ます。ECC は適正なプロセスを経てフィリピンに滞在していたことを証明書となり、取得なしでは出国不可となります。

2017年 1月 1日時点、フィリピンに 6か月以上 1年未満滞在する人は帰国時に空港にて手続き（550ペソ）が

可能となります。また、フィリピンに 1 年以上滞在した人は帰国前にイミグレーションで手続きをする必要があります。 

 

 

 

http://tokyo.philembassy.net/ja/consular-section/services/visa/waiver-of-exclusion-ground-weg/


3.航空券 

 

航空券 

フィリピンに入国するためには、「有効な往復航空券または第三国へ出国する航空券」を所持していることが条件と

なります。航空会社や旅行会社によっては、フィリピンに31日以上滞在する場合は事前に日本でビザ申請を求め

られることがありますので、求められた際には各航空会社もしくは各旅行会社にご相談ください。基本的にはVISAの

申請・延長は現地手続きも可能です。 

 

空港使用税 

セブ空港から海外に出国する場合、空港使用税として750ペソが必要となります。また、マニラから海外に出国す

る場合は550ペソの空港使用税が必要となります。航空会社によっては航空チケットに含まれている場合もありま

すので、詳しくは各航空会社にお問合せください。 

 

 

 

4.入国 

「入国審査カード（往復路）」「健康申請書（往復路）」「税関シート（復路のみ）」 

機内にて各シートが配布されますので、空港職員の指示に従ってご提出ください。 

 

【入国審査カード記入例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※渡航目的に関しては、短期語学留学に該当する項目がないため、「PLEASURE/VACATION（観光）」をご選択く

ださい。短期留学は観光VISAでの入国となります。 

※「EDUCATION/TRAINING」はフィリピンでの大学進学の方が該当となり、特別なVISAが必要となりますので選択し

ないでください。 

※渡航目的を聞かれた場合、語学学校に通う旨お伝えください。 

「I am going to go to ESL school to study English」 

※VISAもしくはSSPに関して質問があった場合、現地にてVISA申請する旨お伝えください。 

「I am going to get VISA（SSP） in the Philippines」 

 



【健康申請書カード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.持ち物  

 

①パスポート 

有効期限が滞在日数＋6か月以上のもの（コピーの準備をお勧め致します） 

 

②航行券 

有効な往復航空券または第三国へ出国する航空券 

 

③海外旅行保険 

海外旅行保険への加入は必須となります。保険会社によっては受診時にキャッシュレスサービスの利用が可能で

すので、詳しくは各旅行保険会社にお問合せください。 

クレジットカード付帯保険の場合、利用条件やサービス内容がカード会社やカードの種類により異なりますので、必

ず渡航前に内容をご確認ください。 

海外旅行保険利用時にはパスポートの出国印が必要なケースがありますが、出国時に自動出入国サービス（自

動化ゲート）をご利用の場合、出国印が押印されない場合があります。自動化ゲートご利用の際には、出国時にパ

スポートへの出国印の押印を希望するか、航空チケット半券を保管してください（航空チケット半券が出国証明とな

ります、Eチケット不可）。 



④現金 

現地支払経費（SSP、VISA、ACR I-CARD、光熱費、教科書代、）に加え、お小遣いを考慮してご持参ください。 

 

⑤カード 

以下、カードの種類となりますのでご参照下さい（詳しくは各カード会社にお問合せ下さい）。 

 詳細 

クレジットカード 

MasterやVISAは一部、高級ホテルやショッピングモール、レストランなどでは利用

可能となりますが、基本的には現金が必要となります。キャッシングには事前に日

本での設定が必要となります。詳しくは各カード会社にお問い合わせください。 

国際キャッシュカード 

インターナショナル用カード（“Cirrus” や “Plus” マークが記載されているキャッシ

ュカード）です。引き出せる額、使用出来る頻度等、詳しくは各カード会社にお問い

合わせください（新生銀行、シティバンク、三井住友銀行、みずほ銀行 等）。 

VISAデビットカード 
銀行口座残高分だけ使用でき、学生でも所持可能です。 

（スルガ銀行、楽天銀行 等） 

 

⑥証明写真 

5cm×5cmの証明写真（背景白のみ）が必要です。 

滞在期間 30日以内 31～60日 60～89日 81日～ 

枚数 2枚 3枚 5枚 6枚～ 

 

⑦連絡手段 

緊急時に日本のご家族や知人と速やかに連絡が取れるよう、携帯電話やSNSアプリ入りタブレット等の電子機器を

ご準備されることをお勧め致します。携帯電話に関しては、事前に海外プランに加入されるか、入国前にモバイル

データ通信OFF（フライトモードOFF）にされることをお勧め致します。 

 

⑧勉強道具 

パソコン、辞書、電子辞書、オフラインで使用できる辞書アプリ、参考書、ノート、ペン等 

※Businessコースの方基本的にパソコン持参必須 

 

⑨衣類、履物等（現地購入可） 

夏物衣類、長袖、長ズボン、下着、靴、サンダル、雨傘、帽子、水着、サングラス 

※年平均気温は25℃程度となりますが、外出先は冷房が強いため冷房対策用衣類をご準備ください。  

※60日を超えて滞在される方は管理局同行に伴い、露出の低い衣類ならびに靴をご持参ください（現地購入可）。 

 

⑩日用品（現地購入可） 

シャンプーやコンディショナー、歯ブラシ等の日用品はほぼ現地購入が可能ですが、敏感体質の方は日本より持

参されることをお勧め致します（洗顔料や生理用品、日焼け止め、カミソリ等）。 

 

⑪医薬品 

海外に渡航する場合、食生活や疲労、気候、環境、文化の違い等で体調不良となる場合があります。気になる方

は日本より整腸剤や風邪薬等を持参されることをお勧め致します。また、メガネやコンタクトレンズ、洗浄液、目薬

等は日本からの持参をお勧め致します。 

 



⑫虫よけグッズ 

蚊対策として、虫よけスプレーや蚊取り線香、長袖長ズボンの持参をお勧め致します。 

 

⑬インスタント製品 

お茶漬けの素、味噌汁、カップヌードル、ドリップコーヒー、ふりかけ等。 

※夕方到着予定便をご利用の場合、学校の夕食に間に合わない場合がありますので、夕食用にインスタント製品

を持参されることをお勧め致します。 

 

⑭変圧器／変換プラグ 

セブの電圧は220Vとなります（日本は100V）。携帯電話やパソコン、電子辞書、デジタルカメラ等は海外対応して

いる場合がほとんどですが、ドライヤーやゲーム機器、音楽機器等は対応していないケースがありますので、ご使

用前に必ず対応電圧をご確認ください。 

また、製品によっては海外対応していても海外利用が推奨されていない場合がありますので、詳しくは取扱説明書

をご参照ください。 

プラグは日本と同じAタイプとなりますので、変換プラグの持参は不要となります。 

 

⑮ポケットWi-Fi 

校内無料Wi-Fiスポットにてインターナットをご利用頂けますが、室内や外出時にインターネットの利用をご希望の

場合は、学校にてポケットWi-Fiレンタルサービス（有料）を行っております。 

また、現地にてポケットWi-Fiを購入することも可能です。 

※フィリピンでは日本の様にWi-Fiがスムーズに繋がらないのが現状です。当校ではいかなる理由で校内無料Wi-

FiスポットならびにレンタルWi-Fiが十分に提供できない場合においても、一切の責任を負いかねますので予めご了

承ください。 

 

※Welcomeセット 

当校では到着時にWelcomeセットを無料でご準備致しております。 

「ミネラルウォーター」「トイレットペーパー」「シャンプー&コンディショナー（1回分）」「石鹸」 

を各1つずつご準備致しております。 

 

 

 

6.空港到着時ピックアップ（申し込み者のみ） 

 

空港に到着しましたら、集合場所までお越しください。ピンクシャツを着用した Baysideスタッフがお待ちしておりま

す。集合場所は「国際線到着口」と「国内線到着口」の間にある待合所となります。 

 
 

【国際線の場合】 
①国際線出口を出た後、すぐに右折（車道を超える必要はありません） 

②車道に沿って進んでいくと、待合所（ベンチが並んでいます）がございます 

③その付近にBaysideスタッフがお待ちしております 

 

【国内線の場合】 
①国内線出口を出た後、すぐに左折（車道を超える必要はありません） 

②車道に沿って進んでいくと、待合所（ベンチが並んでいます）がございます 

③その付近にBaysideスタッフがお待ちしております 

 

 



空港内マップ  

 

 

車道 

 

歩道①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待合所  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.入寮日から退寮日までの流れ 

 

入寮日 

（日） 

・月曜日のオリエンテーションまで自由時間（門限 25時） 

・到着後、食事時間内であれば食堂で食事可 

入学日 

（月） 

・オリエンテーション、レベルテスト、ショッピング、両替、現地費用支払い 

※初日月曜日は授業なし（午後より追加授業可：有料） 

火 ・授業開始 

最終週 

（金） 
・金曜日（祝日の場合は木曜日）にパスポート返却 

退寮日 

・土曜日の昼 12:00までに部屋退寮（退寮後、夜 12:00までキャンパス内に滞在可） 

 

◆空港使用税 

・マニラからの国際線…550ペソ  

・セブからの国際線…750ペソ 

※航空券に含まれている場合あり（各航空会社にお問い合わせください） 

 

 

 

8.緊急連絡先（現地日本人スタッフ対応） 

 

①0917-321-5284（日本の電話からは ＋63-917-321-5284） 

②0917-321-3612（日本の電話からは ＋63-917-321-3612） 

税関 

入国審査 

国際線到着ロビー 

荷物受取 

国際線出口 国内線出口 

国内線到着ロビー 

荷物受取 

一般 

待合所 

 


